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生産に励みも豊かな家庭と郷土を築く。

O 新時代にふさわしい技術を身iこつける。。たえず経営研究fC励み合理化につとめる。

番
同
県
代

高
山
間
宮
殿
下
を
お
迎
え
し
て
、
去
る
一
チ
l
ム
が
優
勝
し
、
三
重
県
代
表
東
芝
一
ら
、
市
民
の
応
慨
に
こ
た
え
て
遂
に
五
一
児
童
の
廃
灰
程
度
が
国
民
年
金
法
の
一
生
ま
れ
た
方
が
九
月
十
五
回
現
在
、

六
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
、
天
皇
賜
一
三
重
ア
ー
ム
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
一
対
四
と
逆
転
し
て
第
一
戦
を
飾
り
ま
し
一
級
に
相
当
す
る
程
度
の
方
は
、
二
十
歳
一
市
内
に
引
続
き
一
一
一
カ
月
以
上
住
所
を

杯
第
二
九
回
全
日
本
軟
式
野
球
大
会
は
一
開
会
式
は
高
松
宮
殿
下
ご
臨
席
の
一
た
。
一
に
達
す
る
ま
で
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
一
有
し
て
い
る
方
で
す
。

十
一
日
盛
会
慢
に
終
了
レ
ま
レ
た
。
一
も
と
に
、
五
十
二
チ
i
ム
て

0
0
0
一
し
か
レ
、
二
日
目
千
葉
県
代
表
の
丸
一
さ
れ
て
い
ま
レ
た
。
一

O
敬
老
年
金
の
申
請

各
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
代
一
名
の
選
手
間
の
入
場
行
進
に
始
ま
り
、
一
菩
石
油
テ
i
ム
千
葉
製
油
所
と
対
戦
一
こ
の
た
び
の
改
正
で
国
民
年
金
法
の
一
今
年
新
し
く
敬
老
年
金
に
該
当
さ

表
チ
l
ム
だ
け
に
、
連
日
の
炎
天
、
酷
一
清
瀬
全
軟
連
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
一
し
ょ
く
健
斗
し
ま
し
た
が
、
遂
に
一
対
一
二
級
に
相
当
す
る
方
も
新
た
に
支
給
対
一
れ
る
方
は
、
支
給
日
に
ま
に
あ
う
よ

暑
に
も
負
け
ず
連
凶
好
ゲ
ー
ム
の
熱
戦
一
て
、
高
松
宮
殿
下
の
お
こ
と
ば
を
賜
わ
一

O
で

惜

敗

し

ま

し

た

。

一

象

と

な

り

ま

し

た

。

一

う

早

自

に

市

福

州

事

務

所

、

ま

た

は

が
展
開
さ
れ
、
香
川
県
代
中
立
大
倉
工
業
一
り
、
地
元
を
代
表
し
て
白
石
愛
媛
県
知
一
塁
ん
愛
媛
県
代
表
の
丸
善
石
油
チ
一
特
別
児
童
扶
養
手
当
一
各
連
絡
所
へ
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

議
機
鰯
議
略
説
騒
幽
一
宣
明
、
村
上
六
洲
市
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
一

I
ム
松
山
需
要
ー
ム
も
、
四
日
目
一
こ
の
扶
養
手
当
は
、
い
ま
月
額
六
千
一
(
い
ま
ま
で
敬
老
年
金
が
支
給
さ
れ

鱗
織
機
鮮
溺
機
戸
一
つ
を
述
べ
、
撃
を
代
表
し
て
大
洲
市
一
筋
玉
県
代
表
の
寺
門
電
建
造
所
長
五
百
円
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
九
月
一
て
い
る
吉
、
申
請
す
る
必
要
は
あ

蝉

鰍

機

繍

脚

鱗

機

一

役

所

テ

1
ム

の

小

泉

主

将

遺

書

呈

れ

ま

し

た

。

百

よ

り

月

額

一

万

一

壬

一

百

円

高

一

り

ま

せ

ん

。

)

輸

麟

鱗

嚇

ぷ

¥

繍

一

を

行

い

ま

し

た

。

一

六

日

間

に

わ

た

る

こ

の

全

日

本

大

会

一

上

げ

ら

れ

ま

す

。

一

。

敬

老

年

金

の

支

給

日

3
J閥
戦
蕗
繍
一
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
第
一
試
合
は
一
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
か
高
度
の
野
球
一
言
、
詳
し
い
乙
と
は
市
福
祉
事
務
一
九
月
十
八
日
か
ら
一
干
一
己
主

鰍
搬
麟
鰍
側
関
脇
一
村
上
市
長
の
始
球
に
よ
り
、
地
元
代
表
一
技
術
と
美
し
い
グ
ラ
ン
ド
マ
ナ
ー
を
学
一
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
一
の
四
日
間
。

翻
鱗
鱒
轍
網
開
場
一
の
大
洲
市
役
所
チ
l
ム
が
、
南
北
海
一
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
レ
た
こ
と
は
、
今
後
一

l

i

l

i

-

-

-

一O
持
参
す
る
も
の

騒

犠

議

機

議

入

一

道

代

表

の

星

会

計

事

務

所

チ

l
ム
と
一
軟
式
野
球
の
発
展
、
向
上
に
大
い
に
役
一
敬
老
年
金
を
支
給
↑
印
鑑
、
敬
老
年
金
書
。

機
欝
畿
鰍
判
一
ふ
い
民
主
対
戦
し
、
士
一
吋
一
と
邑
八
こ
主
1
2
P
一
之
つ
こ
と
ご
J
ょ

う

。

一

一

(

語

、

今

年

度

申

請

さ

れ

た

カ

は

離

縛

喝

;

ム

一

1
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i
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l
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新

し

い

受
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権

者

一

ン
九
一
一
私
自

1
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一

は

申

請

を

一

昔

日

軒

下

総
γ
部
錯
綜
拠
掛
鴻
鵠
F

l

i
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-
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・

一

一

一

百

且

L
E
に
ト
ヒ
町
立
が

r
E」
ヰ

ヰ

珂

戸

ト

ト

!

じ

は

一

一

一

一

機

鱗

明

額

一

総

選

一

9
君
主
主
コ
ゴ
M
一

一

一

九

月

十

音

は

敬

老

の

日

で

す

。

一

お

た

ず

ね

く

だ

さ

い

議

機

)

二

一

給

付

額

を

引

上

げ

一

て

問

即

時

五

日

枯

れ

一

重

度

心

身

障

害

者

懇盤

F
7テ一
一

言

五

千

円

を

贈

呈

し

と

長

官

一

の

介

護

に

路
鱗
機
観
2
一
児
童
扶
養
手
当
法
が
一
部
改
正
さ
れ
一
が
九
千
八
百
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
一
祝
福
上
げ
て
お
り
ま
す
。
一
特
別
福
祉
手
当

離

鱗

率

一

知

機

5
一
九
月
百
か
ら
給
付
績
が
引
上
げ
ら
れ
一
@
児
童
二
人
の
場
合
月
額
七
千
一
二
百
円
一
芸
、
今
年
新
し
く
敬
老
年
金
に
亥
一

織

論

綾

子

子

一

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

が

一

万

六

百

円

に

引

上

げ

ら

れ

ま

す

ず

さ

れ

る

方

は

ぷ

に

よ

り

申

請

を

い

一

を

支

給

Jι心
λ♂J
掬
哨
織
川

P

一
貯
一
貯
貯
議
糊
鳩
均
一
一
守
す
。
一
い
ま
ま
で
ど
お
り
月
額
四
百
円
で
す
一
。
今
年
新
し
く
該
当
す
る
方
一
増
進
の
た
め
、
特
別
福
祉
主
主
月

総
p
j
h人
民

一

児

童

扶

養

手

当

一

対

象

児

童

も

綬

和

-

明

治

干

六

年

九

月

十

六

日

か

ら

二

日

か

ら

喜

一

ニ

千

円

支

給

す

る

こ

と

醸
射
に
い
い
ん
忠
一
⑨
児
童
一
人
の
場
合
月
額
六
千
宜
百
円
一
児
童
扶
養
雲
の
該
当
者
で
、
そ
の
一
明
治
二
十
七
年
九
月
十
五
日
ま
で
に
↑
に
な
り
ま
し
た
o

-

1

1

!

-

一

1
I
l
i
l
i
-
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1
1
1
1
1
1
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一
乙
の
制
度
は
、
重
度
、
心
身
障
答
者
の

一

Z
E
苑
下
の
肱
川
へ
十
万
匹
放
流
レ
ま
し
一

一、
H

1

一

一

身

の

回

り

の

世

話

を

し

て

お

ら

れ

る

か

一

ω
肱
州
の
新
名
物
N

h

一

た

。

一

た

で

次

の

受

給

資

格

者

に

対

し

て

は

特

大

洲

市

議

会

議

員

選

挙

、

一

山

、

ピ

川

ハ

一

と

れ

は

第

百

自

の

放

号

、

更

に

一

別

福

祉

手

当

肴

支

給

し

、

家

庭

生

活

の

八

日

投

葉

自

一

¥

い

お

お

岡

市

消

忠

一

日

清

一

干

万

匹

が

放

流

さ

れ

る

予

定

百

円

以

日

以

諸

国

司

一l

一
肱
川
の
名
物
を
新
し
く
創
ろ
う
と
、
一
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
市

昭
和
四
十
九
年
六
月
百
以
前
か
一
色
に
た
た
ず
む
と
木
陰
の
?
?
を
遊
一
市
並
び
に
漁
協
、
大
洲
一
フ
イ
オ
シ
ズ
ク
一
福
祉
事
務
所
で
請
求
の
手
続
き
を
し
て

ら
住
民
基
本
台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
一
泳
す
る
ひ
鯉

10え
さ
を
与
え
る
子
一
一
ブ
プ
、
一
歩
会
な
ど
の
共
同
事
業
で
行
一
く
だ
さ
い
。

る
者
(
転
入
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
ど
も

Eit

一
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
こ
数
年
す
る
一
受
給
資
格

四
十
九
年
六
月
一
日
以
前
に
転
入
届
一
こ
ん
な
軍
事
み
な
が
ら
、
去
る

τこ
れ
ま
で
に
放
流
し
、
す
で
に
大
一

を
し
た
き
一
昭
和
四
十
七
年
か
ら
厄
年
餌
の
放
流
を
す
く
成
長
し
た
十
数
万
匹
の
鯉
と
と
も
て
、
日
本
圏
内
に
住
所
が
あ
る
目
言

。

年

令

要

件

一

つ

づ

け

て

い

ま

す

。

一

色

と

り

ど

り

の

繁

華

な

レ

て

遊

一

一

訪

問

医

?

と

重

度

の

需

昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日
ま
で
こ
一
今
宮
、
七
月
一
一
干
円
の
午
後
村
上
手
議
が
た
の
し
み
で
す
。
一
障
害
が
重
複
し
て
い
る
障
害
者
柔

満
二
十
歳
に
達
す
る
者
、
(
昭
和
己
一
夏
、
梶
田
漁
協
組
合
長
、
柏
木
一
歩
一
市
民
の
み
な
さ
ん
も
鯉
の
成
長
を
と
一
護
レ
て
い
る
入
。

十
九
年
九
月
二
日
以
前
の
出
生
者
二
会
有
志
な
ど
が
、
干
六
セ
ジ
ヂ
に
と
も
に
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
一
、
介
護
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の

新
し
く
用
旦
録
さ
れ
る
か
た
の
名
簿
札
っ
た
可
愛
い
い
色
と
り
ど
り
の
贈
を
臥

E

額
(
た
と
え
ば
扶
養
親
族
が
五
人
の

場
合
二
百
二
十
)
万
一
千
円
に
満
た

覧
期
間
な
ど

な
い
こ
と
o
)

縦
覧
期
間

な
お
、
こ
の
手
当
の
支
給
対
象
と
な

昭

和

四

十

九

年

九

月

十

一

日

か

ら

る

障

害

者

は

、

年

令

制

限

が

あ

り

ま

せ

昭

和

四

十

九

年

刀

月

十

五

日

ま

で

ん

。

縦

覧

時

間

支

給

額

午

前

八

時

三

十

分

か

ら

午

後

五

時

重

度

、

重

視

障

害

者

一

人

に

つ

き

月

ま

で

額

三

千

円

で

す

。

縦

覧

場

所

請

求

手

続

審

大

洲

市

役

所

お

よ

び

各

連

絡

所

九

月

一

日

現

在

に

お

い

て

支

給

条

件

に
該
当
す
れ
ば
市
福
祉
事
務
所
へ
請
求

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

天
白
五
賜
杯
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高松宮殿下のおことばをたまわる

八
月
八
日
臨
昨
市
談
会
が
開
か
れ
一

大
洲
。
平
小
学
校
校
舎
建
設
費
、
同
一

和
対
策
事
芋
費
を
含
む
三
怯
八
千
五

十
八
万
円
の
一
肌
照
会
計
補
正
予
算
な
一

ら
び
に
大
洲
市
立
小
学
校
辛
口
建
設
一
犬
洲
市
民
主
百
一
点
童
会
」
は
、
八

委
員
会
条
例
の
一
部
品
一
改
比
す
る
条
一
月
十
二
日
の
号
、
員
会
で
、
任
則
満
了
に

例
な
ど
五
童
会
笠
原
案
ど
お
り
可
決
一
よ
る
大
洲
市
議
会
議
貝
選
挙
の
投
票
日

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
一
を
九
月
二
十
八
日
に
決
定
す
る
と
と
も

可
決
さ
れ
た
も
の
は
次
の
と
お
り
一
に
、
候
補
者
の
届
出
事
務
説
明
会
を
次

で
す
o

一
の
と
お
り
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

-
H
I
H
J
I
t
-
-
一
日
時
九
月
+
日
午
後
一
時
か

一

般

会

計

補

正

予

算

一

ら

1
1
u
l
-
-川
1
1
1
一
場
所
大
洲
市
立
中
央
【
公
民
館

補
正
総
額
は
ご
慮
八
千
五
十
八
万
一
参
集
範
囲
立
候
補
ヰ
走
者
ま
た
は

円
(
一
般
会
計
の
総
額
は
二
一
十
一
億
一
推
せ
ん
人
の
う
ち
希
望
者

八
千
五
十
万
一
千
円
と
な
る
)
こ
の
一
な
お
、
回
選
挙
の
選
挙
人
窪
田
被
登

?
っ
ち
歳
出
の
お
も
な
も
の
は
一
録
資
格
決
定
基
準
日
な
ど
は
次
の
と
お

大
洲
a

平
小
学
校
校
舎
建
設
費
等
一
り
で
す
。

三
億
一
千
三
百
七
万
五
千
円
一
新
し
く
登
録
さ
れ
る
か
た
の
資
格
決

同

和

対

策

重

量

一

定

基

準

日

一
憶
四
千
八
百
十
六
万
円
一
回
和
四
十
九
年
九
月
一
日

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
一
主
豊
中
日

一
千
六
百
七
十
九
万
三
千
円
一
昭
和
四
十
九
年
九
月
十
日

な

ど

で

す

。

一

被

登

録

資

格
。
住
所
要
件
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こ
の
黄
鳥
画
賛
は
、
紙
本
で
縦
三

十
九
セ
ン
チ
、
横
四
十
七
セ
ン
チ
の

横
物
で
、
松
山
務
の
絵
師
松
本
山
署
一
目

か
措
い
た
悔
の
鴬
(
ワ
グ
イ
ス
)
の

絵
に
藤
樹
先
生
が
賛
を
せ
ら
れ
た
も

の
で
す
。
一
資
は
最
初
に
大
学
に
あ
る

「
詩
に
回
く
め
ん
ば
ん
た
る
黄
鳥
丘

隅
に
止
る
」
と
い
う
句
を
一
脅
さ
、
更

に
「
止
る
に
於
い
て
、
そ
の
止
る
と

乙
ろ
知
る
。
人
を
以
っ
て
烏
に
如
か

ざ
る
べ
け
ん
や
」
と
い
う
孔
子
の
言

葉
を
書
き
、
次
に
「
止
る
は
人
間
で

一
番
大
切
な
点
で
あ
る
。
止
る
べ
き

と
こ
ろ
に
止
ま
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
止

は
安
心
立
命
の
霊
枢
で
あ
る
o

大
学

に
引
用
さ
れ
た
主
意
も
そ
こ
を
一
言
っ

て
い
る
乙
と
を
よ
く
察
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

藤
樹
先
生
の
思
想
の
う
ち
知
止
は

重

要

な

一

面

で

、

先

生

は

知

止

と

は

交

通

事

故

相

談

日

「
人
聞
は
常
に
必
の
本
体
を
見
極
め

9
月
刊
目
印
時
i
M時

る

努

力

を

す

る

事

で

あ

る

。

」

と

呈

一

口

大

洲

市

役

所

第

一

会

議

室

い

そ

の

本

体

と

は

「

そ

れ

は

白

反

慎

人

権

相

談

日

独
し
て
、
心
厚
く
親
切
に
心
掛
け
れ

9
月
初
日
日
時

i
M時

ぱ

心

は

清

く

明

る

く

、

つ

ま

ら

ん

欲

旧

大

洲

公

会

堂

内

社

会

福

祉

l
l
u
l
l
U
N
I
H
I
l
-
-
H
H
H

協
議
会
事
務
室

。
盲
人
用
か
な
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
購
入
一
め
に
ゃ
く
だ
て
て
く
だ
さ
い
と
ま
ど
こ
一
心
配
ご
と
相
談
日

一

資

金

の

貸

付

制

度

一

ろ

銀

行

へ

預

託

さ

も

ま

し

た

。

一

9
月
2
日

日

時

i
v即
時

一O
下

肢

峰

害

者

用

工

業

用

ミ

シ

ジ

購

入

一

点

一

一

リ

一

大

洲

古

旦

成

園

へ

五

千

円

一

ヨ

大
洲
公
宍
職
業
安
定
所
で
は
、
、
心
身
一

O
雇

用

促

進

融

資

制

度

一

資

金

貸

付

告

度

一

一

F

l

E

H

障
害
者
や
雇
用
主
に
対
し
て
、
各
種

ω一O
職

場

適

応

訓

練

一

O
債

務

保

需

度

一

大

州

学

園

ヘ

=

一

千

円

一

N

智

H

一

一

I

一

な

お

、

詳

し

い

こ

と

は

大

洲

公

共

職

一

大

川

市

蒋

宮

一

H

お
日

n

一
時
間
守
講
じ
て
相
談
や
指
導
に
あ
一
。
い
日
開
時
駐
日
目
企
業
に
喜
一
点
定
所
一
日
た
ず
を
だ
パ
一
い
い
一
?
育
岡
友
陸
氏
一
回
大
洲
公
会
堂
内
社
会
福
祉
協
議
会

一

援

護

霊

な

と

お

も

な

も

の

は

、

次

一

心

身

障

害

者

に

対

ず

る

伊

韓

国

憲

の

基

金

に

一

拾

得

金

満

期

に

よ

る

返

金

一

事

務

室

一
の
と
お
り
で
す
o

一

就

職

援

護

措

置

勝

鋪

繍

関

麟

繍

一

大

洲

市

紅

四

十

一

円

一

家

庭

児

童

相

談

百

一

事

業

主

に

対

す

る

雇

用

-2共
職
業
訓
練

j
喝

寸

パ

リ

一

坂

本

タ

マ

子

氏

一

日

祉

事

務

所

労

働

省

で

は

九

月

を

雇

用

促

進

強

調

一

進

運

動

を

展

開

す

る

こ

と

に

な

っ

て

お

一

助

成

措

置

す

費

用

自

動

車

購

入

資

金

山

貸

付

制

覇

ま

朝

一

三

z

i

z

-

-

ロ

E
J
E
F
E
-
言
5
E
E
-
-
4
富
里
Z
E
E
-
5
2
Z
E
E
-雲市耳、
F
E
z
-
F

月

間

と

し

て

、

心

身

障

害

者

一

雇

用

の

場

一

り

ま

す

。

。

身

体

障

害

者

等

雇

用

奨

励

金

一

度

次

の

方

々

が

、

社

会

福

祉

事

業

の

た

一

ν

酬

を

拡

大

す

る

た

め

童

日

に

就

職

促

一

同

町

宇

和

島

と

広

範

囲

仁

わ

た

つ

も

お

り

、

一

吋

九

月

二

十

一

日

か

ら

十

H
問

、

全

国

一

斉

町

訪

れ

る

客

も

年

毎

に

増

え

て

お

り

ま

す

一

市

民

の

皆

さ

ん

も

ご

家

族

づ

れ

で

、

日

に

秋

の

交

通

安

全

運

動

が

始

ま

り

ま

す

o

酬

一m
d

職

場

の

グ

ル

プ

で

必

ゆ

く

ま

で

お

楽

一

回

附

一一山

し

み

い

た

だ

く

と

と

も

に

、

聞

の

美

而

リ

引

川

川

j
H
H
M
M川
日

川

川

判

例

化

、

観

光

客

へ

の

親

切

運

動

に

一

層

の

一

v

'

l

l

i

}

削

暴

力

を

お

ね

が

い

い

た

し

ま

す

。

而

た

り

記

聖

堂

監

霊

訪

訓

一w

乳
配

W
U
J乳
、
一
足
時
五
/
匂
ユ
開
廷
謹
艶
酬

一

附

以
耐

岱

用

計

目

、

j

同

一V

剛

一削

1
1
4
L
H
H
H
Hけ
い

い

l
v
h
Hい
1

川
川
川
川
川
川
い
M

一ぱ一

目

別

一

叩

重

点

目

標

山

一

6

i

両

O
こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
即

同

0
自

転

車

の

事

故

防

止

町

一服一UM--EErも
d富
田
盟

F也
、
司
盟
国

EEr、
司
冨
呂
田
町
一
日
戸
、
l
曲
目
盟
問

F、
dE宮中
EF、
、
占
冨
匡
富
田

F降、
udEEEF、
3
酌
盟
盟
関

r除、

4E理
由

こ
の
よ
う
に
全
市
民
が
参
加
し
、
自

分
た
ち
の
手
で
郷
土
を
美
し
く
し
よ
う

と
す
る
奉
仕
作
業
は
、
は
じ
め
て
で
あ

り
ま
レ
た
が
、
そ
の
成
果
は
当
初
の
計

画
を
上
ま
わ
る
程
の
立
派
な
実
績
を
お

さ
め
ま
し
た
o

こ
の
こ
と
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
深

い
と
理
解
と
と
協
力
に
対
じ
厚
く
お
礼

月
一
会
長
下
に
す
す
め
ら
れ
た
「
郷
土
を
一
ほ
こ
り
た
か
い
郷
土
を
自
分
た
ち
で
美
一
区
で
約
八
千
人
が
参
加
し
、
草
刈
り
、
一
向
上
げ
ま
す
主
ハ
に
、
今
後
も
日
常
生

8
一
美
し
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」
の
七
月
一
し
く
レ
ょ
う
と
す
る
自
主
的
な
市
民
運
ヲ
ミ
集
め
、
下
水
の
清
掃
な
ど
に
汗
を
一
活
に
お
い
て
、
「
す
て
な
い
、
ょ
と
さ

手
一
十
四
日
、
肱
川
を
甲
心
に
大
掛
り
な
清
一
動
と
し
て
お
と
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
一
流
し
ま
レ
た
o

一
な
い
、
こ
わ
さ
な
ど
の
運
動
を
君
臨

μ
一
掃
作
業
村
山
大
洲
市
、
喜
多
郡
同
時
に
実
一
当
日
は
、
早
朝
れ
か
ら
手
に
子
に
ク
ヲ
一
市
ゃ
、
県
の
出
先
機
関
、
建
設
省
な
一
し
、
私
た
ち
の
郷
土
を
一
塁
亡
く
レ

い
一
施
さ
れ
ま
し
た
。
一
カ
マ
な
ど
を
も
っ
た
住
民
や
各
種
団
体
一
ど
も
一
体
と
な
っ
て
参
加
レ
、
肱
川
(
一
て
ゆ
く
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

一
相
一
こ
の
翠
仕
作
業
は
、
豊
か
な
自
然
と
一
学
校
子
供
会
、
高
校
生
な
ど
市
内
各
地
哀
を
含
む
)
や
署
員
室
一
市
保
険
衛
生
課

ど
一
斉
に
き
れ
い
に
じ
た
も
の
で
す
。
一

昭

内
全
域

千
人
が
汗

仕

和え

風4

物

の

/ノ

審

も

?こ

い
よ
い
よ
八
月
下
旬
か
ら
大
槻
色
物
一
=
万
五
千
人
。
高
松
、
今
治
、
松
山
、

の
い
も
た
き
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
一

藩
政
時
代
か
ら
伝
わ
る
こ
の
い
も
た
一

き
は
、
大
洲
地
方
の
人
々
に
と
っ
て
は
一

忘
れ
が
た
い
秋
の
夜
の
風
物
で
す
。

タ
啓
近
く
な
る
と
き
れ
い
な
川
原
ヘ

ャ
ゴ
ヂ
主
連
ひ
、
一
車
座
に
な
っ
て
大
鍋
の

;th
な
っ
L
も
を
つ
つ
き
あ
う
。

Z

が
咲
く
に
つ
れ
て
酒
の
昧
も

パ
で
る
川
の
せ
、
ら
ぎ
の

旬
大
自
然
の
い
と
な
み

げ
る
最
高
の
風
情
で
す

ー
一
に
訪
れ
た
客
は
の
べ

222号

敬

の
日
に

一一
子
一
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
敵
老
の
日
の
九

i
一
月
十
五
日
大
洲
市
盲
人
協
会
の
方
々
の

る
一
ご
厚
意
に
よ
る
針
、
あ
ん
ま
の
一
日
無

す
一
料
奉
仕
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
た

く
一
だ
マ
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
本
年
は
新
装
な
っ
た
老
人
い
こ

い
の
家
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
対
象

者
は
多
数
ご
参
会
く
だ
さ
い
。

日
時

あは

り

の
盤
山

仕

九
月
十
五
日
八
時
1
十
三
時
ま
で
。

場
所
大
洲
市
立
中
央
公
民
館
内

「
老
人
い
こ
い
の
家
」

対
象
者

市
内
に
庄
む
六
十
五
歳
以
上
の
方
で

す。
(
敬
老
手
帳
を
と
持
参
く
だ
さ
い
)

し美を土

心
身
障
害
者
の
一
雇
用
促
進
月
間

郷

11 

が
、
生
産
安
定
を
は
か
る
第
一
宏
一
で

あ
り
一
ま
す
。

す
ほ
う
索
の
欠
乏

土
が
乾
燥
す
る
と
、
ほ
う
索
が
欠

乏
し
て
生
育
が
悪
く
な
り
、
茎
葉
が

湾
曲
し
亀
裂
し
た
り
、
黒
い
斑
点
が

で
き
て
ダ
イ
コ
ン
は
芯
が
か
た
く
な

り
ま
す
。

予
防
資
材
と
し
て
は
、
ほ
う
砂
を

十
ア
ー
ル
当
り
八
百
グ
ラ
ム

t
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
を
元
肥
と
同
時
施
用
す

る
と
よ
い
も
の
で
す
。

マ
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
の
駅
除

高
温
期
r
L
は
発
生
か
多
く
、
と
の

農

事

メ

モ

秋
野
菜
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

ダ
イ
コ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
、
キ
レ
「
ベ

ツ
は
秋
野
菜
の
代
表
的
な
も
の
で
す

が
、
こ
れ
ら
は
お
較
的
高
湘
期
に
掻

種
し
て
、
低
温
期
に
収
穫
す
る
だ
け

に
、
病
害
虫
や
天
候
に
左
右
さ
れ
や

す
い
作
物
で
す
の
で
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

V
石
灰
の
施
用
と
堆
肥
の
増
施

ダ
イ
コ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
の
よ
う
な

十
字
花
斜
野
菜
は
、
酸
性
土
を
矯
正

-
す
る
と
と
も
に
、
石
灰
を
相
当
量
吸

一
収
す
る
た
め
、
石
灰
は
か
な
ら
ず
施

一
用
す
る
。
ま
た
、
堆
肥
の
施
用
に

一
よ
っ
て
地
力
の
増
進
を
は
か
る
と
と

虫
に
喰
害
さ
れ
る
と
腐
敗
病
の
も
と

に
な
っ
た
り
、
日
刊
に
ダ
イ
コ
ン
は
肌

を
い
た
め
商
品
価
値
が
な
く
な
り
ま

す。
こ
れ
の
予
防
に
は
、
橋
種
前
に
ダ

イ

γ
ス
ト
ジ
粒
剤
、
ま
た
は
、
ヒ
ニ

フ
エ

l
ト
粉
剤
を
十
ア
ー
ル
当
り
四

1
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
散
市
ず
る
。

た
だ
し
、
間
引
虫
、
宇
一
利
用
す
る
場

合
は
ダ
イ
シ
ス
ト
ン
粒
剤
は
使
用
し

な
い
こ
と
。

wv
腐
敗
病
の
防
止

耐
病
性
品
種
の
選
択
と
と
も
に
、

コ
オ
ロ
ギ
、
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
の

駅
除
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。
薬
剤

と
し
て
は
、
本
葉
四
1
五
枚
か
ら
ス

ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
の
千
倍
阪
と
ダ

イ
セ
ン
の
六
百
倍
恨
の
混
用
散
街
を 藤樹先生の思想H知止 H を書いた黄鳥画賛

七
i
十
日
お
き
に
す
る
と
よ
い
よ
う

で
す
。
す
ペ
ト
病
、
白
斑
病
の
防
除

生
育
が
進
み
株
間
の
通
風
か
悪
く

な
っ
て
き
た
と
き
、
肥
切
れ
や
、
雨

に
あ
た
る
と
、

ζ
の
病
気
は
急
激
に

発
生
し
て
き
ま
す
。

防
除
薬
剤
と
し
て
は
、
マ
シ
九
ブ

ダ
イ
セ
シ
水
和
剤
、
ま
た
は
エ
ム
ダ

イ
フ
ア
l
水
和
剤
の
六
百
倍
一
一
収
を
散

布
す
る
と
よ
い
よ
う
で
す
。

wv
ヨ
ト
ワ
ム

γ、
コ
ナ
ガ
の
駆
除

虫
が
大
き
く
な
る
と
防
除
幼
果
が

お
ち
ま
す

ωで
、
発
生
初
期
に
薬
剤

散
布
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
薬
剤
と

し
て
は
、
サ
リ
J

チ
オ
シ
の
千
倍
一
似
か

よ
い
よ
う
で
す
。
大
開
農
業
改
良
普
及
所

な
心
も
無
く
な
り
、
天
の
理
に
も
か

な
う
考
え
や
行
い
が
自
然
に
出
て
く

る
。
と
れ
が
必
の
本
体
だ
」
と
門
人

に
解
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

大
洲
滞
家
老
加
藤
マ
↑
蕃
の
邸
へ
鴬

か
飛
ん
で
き
た
瑞
兆
が
あ
っ
た
時
に

先
生
か
書
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
乙

の
幅
は
、
先
生
の
生
涯
を
通
じ
て
知

止
を
重
視
さ
れ
た
思
想
を
窺
う
重
要

な
資
斜
で
も
あ
り
、
大
洲
在
住
の
若

い
陣
代
の
先
生
の
筆
郎
と
し
て
も
重

要
な
も
の
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
川

田
雄
琴
先
生
は
藩
校
止
善
一
臣
官
院
明
倫

堂
成
告
文
の
中
に
、
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
止
善
は
大
学
の
綱
領
な
り
、
昔

黄
鳥
の
南
あ
り
、
而
し
て
ち
か
ご
ろ

又
藤
樹
先
生
真
筆
の
賛
を
得
た
り
、

因
っ
て
以
っ
て
と
れ
に
命
ず
く
」
と

あ
り
、
止
菩
書
院
命
名
の
由
緒
の
あ

る
こ
の
一
一
幅
が
潜
校
明
倫
堂
の
至
宝

の
一
つ
で
あ
っ
た
事
も
あ
わ
せ
て
考

え
る
と
こ
の
作
品
の
価
値
の
高
さ
を

強
く
感
じ
ま
す
。
市
教
育
委
員
会

公ま 部中 拾
らど 田J :t等
罪認と ー 金
大樹ろ 商 精

製宝葬(布署奇型
社げへ代市夜(市 よ

書李量吾E云虫望書主主
祉。意久一円不Ij'--'マ十金
協の保商認問 l
雲 翠圭庫 金利ケ円
金信試 の春ツ
氏 一氏ト

震ヂ砂ジヂヂヂ 9 8 = ノ

富つQ 円つつ問問 Q 早奥州セ彬
百百首百百品白百九v…

午 中 gi業開:a:zrクヂ詐砕リJ官僚
と+三 点目ヌミ;;;;
I ~シナナ ρ ナチ> ~シ④ 2堤防総切
牛 4 弘震設会滋
後 5 別総会ミ主去

最 i 然然~

3文

コ

兵7
J 

で

買
い
ま
し
ょ
う

相
談
の
ご
案
内

図
書
車
内

l

滝
平
二
郎
き
り
え
画
集
第
1
・
3
集

児
童
文
学
創
作
UVJDlズ

ー
ち
い
さ
い
モ
モ
ち
ゃ
ん
(
松
谷
)

2
モ
モ
ち
ゃ
ん
と
プ
(
ヂ
〉

3
龍

の

子

太

郎

(

ヂ

)

4
だ
れ
も
知
ら
な
い
小
さ
な
国

5
豆
つ
ぶ
ほ
ど
の
小
さ
な
い
ぬ

6
星
か
ち
お
ち
た
小
さ
な
人

7
ふ
し
ぎ
な
目
を
し
た
男
の
宇

8
春
の
目
玉
(
福
田
清
人
)

9
あ
ゅ
の
子
ア
ッ
ポ
(
斎
藤
晴
輝
)

ωワ
タ
リ
l
の
星
(
大
谷
勝
義
)

日
か
わ
い
そ
う
な
あ
な
た
(
遠
藤
)

ロ
ミ
ル
ナ
の
開
敷
(
須
知
徳
平
)

日
風
に
の
る
海
賊
た
ち
(
後
藤
竜
二

μ
ト

キ

ヨ

1
夢
の
島
(
早
船
ち
ょ

日
森
で
み
つ
け
た
白
い
舟
(
岡
野
)

刊
か
っ
ぱ
と
ド
ジ
コ
ツ
(
坪
困
惑
治

口
霧
の
ヨ
ネ
八
(
北
島
八
穏
)

日
ぼ
く
ら
の
出
航
(
那
須
田
稔
)

凹
ま
こ
ち
ゃ
ん
し
っ
て
る
よ
(
松
谷

初
子
ぎ
つ
ね
コ
ン
チ
と
お
か
あ
さ
ん

日
本
の
む
か
し
話

1
1
3巻

日
本
の
神
話

1
1
2巻

日
本
の
伝
説

1
1
5巻

カ一フ
l
刺
浬
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お
い
し
い
肉
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料
理
一
中
込
清
編

2
お
ぺ
ん
と
う
。
サ
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ド
イ
ッ
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3
野
菜
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卵
・
豆
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削
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4
変
わ
り
と
飯
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固
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料
理

5
お
い
し
い
魚
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料
理

6
お
ふ
く
ろ
の
手
判
料
理
@
漬
け
も
の

7
手
づ
く
り
の
お
菓
子

8
ス
ナ
ッ
ク
判
料
理

9
前
菜
@
酒
肴
。
ス
ー
プ
。
汁

叩
お
も
て
な
し
e

行
事
料
理

日
冷
凍
食
品
・
オ
ー
プ
ン
ο

レ
ン
ジ

の
斜
理

ロ
美
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食
@
病
人
食
・
自
然
食

別
巻
中
国
料
理

日
本
国
語
大
辞
典
第

ω巷



特別会計 状
自 昭和4bi3月月3|日
至昭和49年 旧

国民健康保険 と 畜
予算現額 56?冊420千円 予算現額

収入済額 553.881 収入済額

支出済額 545.475 支出済額

差 ヨl g.406 差 51 

----，ょ=四平紅日凪 泉
予算現額 5.596千円

収入済額 3.965 

支出済額 5.062 

差 51 ム I.M7 

一

明
凶

吉
国
ハ

Imh
戸口一打ι川川

土
並
3

予算額 (単位千円)

一一一簡易
予算規額 65.489千円

収入済額 60町648

支出済額 65.137 

差 百| ム 4.489 

1--一空通傷害保障一一
予算現額 3.829千円

収入済額 3.795 

支出済額 3.795 

笠宮1 0 

!一一一一農
予算現額

収入済額

|二二1

「一一土地取得造成一一「
予算現額 2.'120千円 i 

収入済額 ト674 I 

支出済額 1.6マ4 I 
差 51 0 I 

共済E一一1
56.375千円

54.647 

46.669 
7.97 

1ーブ川ーザー-1
予算現額 3.329千円

1侵入済鮪 4.828 i 
支出済額 2.942 I 

差引ト886 I 

-1鞍会計(歳出)

τ三ZEiFlip 

¥ 
民 T 費¥

¥215μ¥ 

品構額t:~l

一7h O4h 
ヲ属ヨ弐 計の状 j見事

竹叫んl FfiJ 1;;主事業会計 ! 

(1)病床数 170慌 1

(2)診療科 l 
内科、外軒、聖書形外科 i 
産婦人科、皮ふ泌尿器科 i 
理学診位外

日間千(休やや)

耳以咽喉科(休衿中)

職員数 82人
医師7入、者議婦45人
!日ヲ技術員 9人

事務職n 10人
その他の職員 11人

(4)忠(i数及て:珍療収入

同民宿合事全会計

(間弓保険積立金還元融資)
i 1)給水戸数 6，135戸 (1) ~)('tミ能力

{木

(2)職員以

(2)総配水並

乙，138，511m

3 f、干~.~Ï7J(:1子

1匂673，918ni' 

:{~. ~y.当、f

110人
、づ 強 200人

1A 
r
t
 
叶ヨ

日叶

:J"r方班員
(3)利用者数

(イ11首消利用者

1人

性林水産業育

1l.4YJ 

¥ 
78.3% 

(31 1日平均配ノJ，量

5、859m 
うち手1収JJて量

4，586m' 

員数 8人

業

教白ぐ T2
18.4% 

15，0771-
(吋休憩利用者

11，708ノ¥.I 

付入浴利用者

57，056人

の
、，，-守九一一戸__.

概
(4)職

外 E正問 ~X I 66.805、1:
米 ;矧(~7入 116，544千同'

人|問者欽 I58.212人 l

院|診療収入 l263，398千円 l[i
そのf-J:の朕療収入[ 8，362千P311
合計 I388，304+円

【R務究員 4人

技術史I."l 3人

その他の~M~H 1人
ホーム建設事業

雪閉!ネ算執行状詞
工資 F'l |金書買 J(1 日

ニf'円

総収益 ! 58句460 総収益

(_:) I m 日業収訴 57，982 託業収

主主 営業外収話 営業外JI:l.詮

経|三l総費用 53，119 I ~十 総費用

費用 41，583 
算
官f.業費用Jず司F 会
営業外質問常業外科qJ 11町536

当期純利益 5司341 者 当期純利溢

の
一千円

資本r(0~~ 人 。
1全
資本的収入

|犬 lyf

j兄|的 資〆I'u')支I'H

384Ep川日3叩72川Jιi木的収支zJ |向山1[)( 建設改良ie¥" 建設改良資

肱南保育所 築 企業111償還金 企業債償還金
ヰ/、ー

余婿

ニ「円

51，541 

51ヲ273

268 

50，817 

47，538 

3，279 

724 

項 日 金額

千円

総収主主 395，689 
f員
医業収益 388，304 

益 医紫外4バi 7 ，385 I 

計 総校用 379，040 

呉F 医業費用 366，801 
lt;業外費用 12，239 
| 当期利利益 16，649 

千円

資資本的収入 18，580 

:íi~ 二進 債 18，500 
本
電話債券償還金 80 

的 資本的支出 85，451 

22，818 

支企業債償還金 5，633 

刊建組償還金 57，000 

-、句、見

¥ 

~". ¥ 
¥JιOo .6ヨbi.11 40.3% 

歳期総事長¥ 11 

，146，540千円1 I 

¥ーバ
¥ 

¥ 
ム;〈245%¥ノ〆
~-=-甲♂

寸'f'J

O 

2，108 

553 

1、550



昭和48: タJ。財政状況の必表
大洲市宮~第24号

大洲市財政状況の公表等に関する条例および地方公営企業法

第40条の 2の規定により昭和48年4月1日から昭和49年3月31日

まで(昭和48年度)の本市財政状況および業務状況を次のとお
り公表します。

J 般会計予算の執行状侃

昭和 49年 7月 25日

大洲市長 村 (歳入)主清 士
口

。人口

~ 世帯数

。面積

3 8， 0 5 5人

1 0， 3 5 9世帯

2 4 0， 9 3km2 
(49.3.31現在〕

市有財産の状況
昭和将年3月31日現在

種 7lU 面 積 等 金 額

宅 地 380.218ni' 186.506千円

山 林 2.962. 120m' 45.982 

回 畑 13.790m' 387 
雑 種 地 8.157ni' 45 

建 物 112.431ni' 1.556.133 

立 木 45.002d 178.641 

財政調整基金 3.638千円
減 債 基 金 1.958 
土地開発基金 120.905 
その他特定目的基金 7.758 
出 資 金 22.204 

計 156.523 

一般会計 f歳入〉

自動車取得税交付金0.9%
財産収入 1.9%

分担金及び負担金1.9%
公債費の状況

(1)長期債 昭和仁年3月31日現在

入 先 l産会| 現 債 高 I 1世帯当り額 11人当り額

一 大 蔵 省 78 543.681千円 14. 287円
般 郵 政 省 32 288.443 2 .845 7.579 
計会 そ の 他 73 615.688 :9 435 16. 179 

計 183 1.447.812 139.764 38.045 

特 大
蔵 省 4 47.794 4.614 1.256 

計別会
郵 政 省 3 22.968 2.217 604 

そ の 他 15.000 1.448 394 

計 8 85.762 8.279 2.254 

メg- 計 I 191 I 1.533.574 148.043 40.299 

金
他
一

先

一

四
一
資
一

入
一
の
一

一
府
一

金
一
借
一
政
そ
一

入
一
l
l
一t
o
i
l
-
-

借

一

分

飴

時

一

嘩

圃

易

宮

同

局

一

一

政

-

一

区

財

)
一

の
ρ

一

(一
昭和49年3月31日現在

|金額
。ヰ円。

市税と住民負担の状況

市道舗装事業(城ノ台線)

市営住宅建設事業(簡号保!

中央公民館及び勤労青少勾

一般会計性質別予算


